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本校の授業改善に向けた視点 

各教科・領域におけ 
る言語活動の充実 

教育課程編成上 
の工夫 

校内における研究や 
研修の工夫 

評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 

○年間指導・評価計画等

の定期的な見直し 
○学習活動の特徴分析

と活用上の工夫  
○学習形態の工夫 
○少人数授業担当や学力 
向上支援講師等による 
指導方法の工夫改善 
○学習スタンダード等の 
の効果的な活用 
○板書計画、ノート指導 
等の充実 
○交換授業の実施 等 

○行事の精選による

授業時数の確実な

確保 
○朝学習の時間等に

おける漢字・計算 
・読書等の基礎

的・基本的な学習

時間の確保 
○夏季休業中の学力

補充教室の開催  
○到達状況に応じた

個別指導の実施 
 等 

○校内研究主題に「共に

学び、共に伸びる子の

育成」を掲げ、東京都

教育委員会言語能力

向上推進校としての

教師の授業力の向上 
○若手教員等育成シス

テムによるＯＪＴの

推進 
○教師の指導力向上に

資する特別支援教育

や読書活動等の研修

会の開催 等 

○評価規準・評価計画

のもと、ＰＤＣＡ 
［計画・実践・評価・

修正実施］サイクル

を活用した改善の

継続 
○形成的評価の活用

と授業評価の実施 
○評価補助簿の活用

による指導と評価

の一体化  
○児童・保護者・第三

者評価の活用 等 

○総合的な学習の時間等における地域人材

の活用による児童の「将来への夢づくり」 
 への支援 
○学校評議員による評価を生かした開かれた 
学校づくりの推進 
○基本的な生活習慣や学習習慣を育むための 
家庭の教育力向上につながる啓発 
○食育に関する共通理解に根ざした実践的

な活動の推進 
○学校ホームページや各種通知による学校

の教育活動の積極的な発信  
○小中一貫教育の推進による連続性のある

教育活動の導入の検討 等 

○学校や地域・社会の状況 
○保護者の期待や願い 
○地域住民の願い 
○教職員の願い 等 

日本国憲法 
教育基本法 
学習指導要領 
東京都の教育目標 
練馬区の教育目標 等 

学校教育目標  共に生きる 

 
  
 
 
 

人間尊重の精神 
 

生命や人格の尊重  
知性、感性、健康 等 

自律 
他者、家庭、社会、国、

世界、自然との関わり 

共生 

学校経営計画〔学力向上にかかわる要点〕 

・言語活動の充実による言語力の向上 
・体験活動等によるコミュニケーション能力の向上 
・理数教育の充実による論理的思考力の向上 
・基礎的・基本的事項の確実な習得 
・読書活動の充実による想像力・言語感覚等の向上 
・異文化理解につながる外国語活動の推進 等 

道徳教育の指導の重点 

・自らすすんで考えて、行動できる 
道徳的実践力を高める。 

・人や自然等とのかかわりを深め、 
生命の尊重・思いやり・向上心・

社会貢献意欲などを大切にできる

豊かな心を育む。 等 

各教科の指導の重点 

・言語活動の充実により、思考力、

判断力、表現力等の育成を図る

とともに、児童自ら課題を考え

見通しをもって主体的に学習

する能力や態度を育てる。 

本校における「確かな学力」 

－適切で美しい日本語を駆使する言葉の力－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○豊かな人間関係を築くコミュニケーション力 
○自分に対する自信と将来への夢・希望をもち、

正しく行動できる力   等 
 

 
人権教育、生命尊重教育、道徳教育、

体育、基本的な生活習慣、学習習慣・規律 等 
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総合的な学習の時間の重点 

・自らすすんで問題解決を図る資

質や能力を育てる。 
・「支援し見守る」指導を通して、

学ぶ喜びや意欲を高める。 

外国語活動の重点 

・外国の言葉や文化等に親しみ、 
すすんでコミュニケーション

を図ろうとする態度を育てる。 

進路指導の重点 
・児童一人一人の自己肯定感や個

性の伸長等を図る。 

・自らの将来に夢や希望をもつた 

めに、各教科・道徳・総合的な 

学習の時間・特別活動等の中に 

意図的・計画的にキャリア教育 

の視点を取り入れ、実践する。 

特別活動の指導の重点 

・児童の発想や意欲等を引き出し、 
集団の一員としての自主的・実践

的な態度を育てる。 
・全体計画をもとに望ましい集団 
活動を通して、所属感や連帯感、

達成感等を育てる。 
・異学年交流や異世代交流等の体験

活動を充実する。 等 

生活指導の重点 

・基本的な生活習慣の定着を図り、 
人としての自立・自律を促す指導

を推進する。 
・相互に認め合い、支え合う温かい 
人間関係を育て、男女平等の精神

のもと、楽しく充実した学校生活

の実現に努める。 
・地域や関係機関との連携を深め、

安全・防災・防犯教育等の充実を

図る。 等 


